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るいは被攻撃者 (当事者) を追跡観察した (敵対的交渉後場面: PC)。翌観察日に同一個体に対して観察を行い、統制場
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論文審査の結果の要旨 
ヒトは言語を用いて互いに意図を伝えあう能力をどのように獲得したのか。このヒトの言語進化を探る上で、ヒト以外の霊長類の
音声コミュニケーションの研究は有用である。しかし、これまでの研究は捕食者に対する警戒音声や食物を見つけた個体が発す
る音声などを主な対象としており、個体間の関係調整に用いられる音声はほとんど検討されてこなかった。 
本研究では、嵐山ニホンザル集団における270余日の観察を通して、ニホンザルにおいてあいさつ行動に相当すると考えられ
るgrunt、girney、cooという音声に関わる行動を記録して、以下の3点を分析した。①ニホンザルが文脈に応じてこれらの音声の
意味を理解するのか。②文脈に応じて音声の用い方を調整するのか。③他個体と関わった経験によって音声の用い方が変わる
のか。集団で暮らすニホンザルは集団内での個体間関係を調整する必要性がある。そのために、ニホンザルの音声コミュニケー
ションにはかなりの柔軟性が存在する。本研究では、上記の3点の分析から、個体間関係を調整する必要性が音声コミュニケー
ションの柔軟性に与えた影響を明らかにすることを目指した。 
（１）受け手における音声の理解。 音声の受け手が送り手よりも劣位のときには、その後、毛づくろいといった親和的交渉の
起こりやすさに音声の種類による違いは見られなかった。しかし、音声の受け手が送り手よりも優位のときには、他の種類の音声
よりもgirneyの後には親和的交渉が起こりにくかった。同じ種類の音声でも受け手と送り手との優劣関係によりその後の交渉の起
こりやすさが異なっていたことは、受け手は音声の用い方や送り手との関係といった文脈も考慮して、音声に対してどのように行
動するかを決定することを示唆している。 
（２）送り手における音声の用い方。 ニホンザルが普段関わりの少ない相手（つまり、親しくない相手）に対して親和的交渉を
始める際には、親しい相手に関わる場合と比べて、grunt、girny、cooの音声を用いることが多かった。しかし、敵対的交渉（ケン
カ）後には、親しい相手に対してもこれらの音声を用いることが増えていた。関わりの少ない相手と関わる際や、敵対的交渉後場
面では、親しい相手であっても、相手が敵対的にふるまうのか、親和的にふるまうのか、互いに次の行動が予測しにくくなると考
えられる。ニホンザルはこのような状況で、敵意がないことを知らせるために音声を用いていたと考えられる。つまり、ニホンザル
は音声の用い方を相手が誰であるかのみではなく、一時的な状況に応じて調整していると考えられる。 
（３）音声の用い方の発達的変化。 0歳齢から成体までの年齢段階で、年齢段階が高くなるに従い、非血縁成体メスに対して
関わるときに、選択的に多く音声を用いるようになった。また、非血縁成体メスと関わることが多かった個体ほど、その翌年に音声
を用いた割合が高かった。これらの事実は、他個体と関わった経験により音声の用い方が修正されることを示している。 
以上のように、本研究は野生ニホンザル集団の中で暮らす個体を長期にわたり追跡観察し、詳細な記録と分析を通して、ニホ
ンザルが柔軟な音声コミュニケーション能力を、敵対的交渉後場面や、順位や血縁の異なる相手と関係を築くという文脈で発揮
していることを発見した。本研究のこれらの発見は、ヒト以外の霊長類の音声コミュニケーションの理解を大きく前進させただけで
なく、これまでに検討されてきたような警戒音や食物に関する音声に加えて、個体間の関係調整に関わるヒト以外の霊長類の音
声研究が、コミュニケーションの進化及び、ヒトの言語進化を探る上で重要であることを明確に指摘している。以上より、本研究
は、博士（人間科学）の学位授与に値するものと判定された。 
 
